
食安基発 1108第 1号

平成 22年 11月 8日

内閣府食品安全委員会事務局評価課長 殿

厚生労働省医薬食品局

食品安全部基準審査課

食品健康影響評価に係る補足資料の提出依頼について (報告)

高濃度にジアシルグリセロールを含む食品に係る標記については､平成 21

年 8月 25日付け府食第812号及び平成 21年 9月4日付け府食第858号

にて依頼され､平成 21年 9月 17日付け食安基発0917第 1号､平成 21

年 12月 1日付け食安基発 1201第 1号､平成 22年 6月 1日付け食安基発

0601第 1号及び平成 22年 8月 24日付け食安基発 0824第 2号にて､

高濃度にジアシルグリセロールを含有する油の製造に責任を有している企業か

らの報告について報告したところです｡

今般､平成 21年8月 25日付け府食第 812号及び平成 21年9月4日付

け府食第 858号において依頼されたグリシ ドール脂肪酸エステル及びグリシ

ドールの毒性に関する情報について､当該企業から別添のとおり報告がありま

したので､報告いたしますo

なお､当該企業からの報告に関しては､製造者以外の独立した第三者機関に

おいて実施されていますが､国立医薬品食品衛生研究所の研究者を中心とした

専門家による確認を実施 したものではないことを申し添えま
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平成22年11月8日
厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課長 殿

花王株式会社

代表取締役 社長執行う

尾崎 元規

グリシドール脂肪酸エステル及びグリシドールに関する補足資料の提出について

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます｡

標記の件につきましては､基準審査課長殿より平成21年9月8日付け食安基発0908第

1号 ｢食品健康影響評価に係る補足資料の撞出偉頬について｣を以って､ご連絡を頂いてお

りますO優先している3項目について､平成21年 11月30日,平成22年 5月31日､平

成 22年8月23日付けで､弊社よりご報告いたしました｡

更に以下の調査及び評価 (報告書は第三者試験機閑から入手)を行いましたので授出さ

せて頂きます｡

1.グリシド∵ル脂肪酸エステルを経口摂取した場合の体内動態試験

平成 22年 8月 23日付けで､高用量のグTjシドール脂肪酸エステル及びグリシド-ル

をラットに投与した際の血中蕗行性に関する試験結果を報告致しました｡また､サルを用

いた試験を別途行い､種間差が示唆される結果が得られましたので,自主研究として合わ

せて提出致しました｡

今臥 信頼性確認チームによりバリデーシメンを受けました分析方法を用いて､上記

の検討を実施しました同-の試験受託機関で､ラット及びサルでグー｣シド-ル脂肪酸エ

ステルおよびダリシド-ルについて､それぞれ投与用量を合わせた血中移行性に関する

試験を実施しましたところ､先に提出した自主研究と同様にラット,tサルではグリシド

-ル血中移行性に明確な種間差が認められました｡第三者試験機閑から試験報告書を入

手しましたので､提出いたします (別紙 1)｡

2.グリシドールのヒト曝蕗指標としてのヘモグロビンアダクトに関する文献調査と検討

2-1.グリシドールのヒト暴露に関する文献情報

ヒト赤血球中のヘモグロビンタンパク質への化学物質の付加体 (ヘモグロビンアダク

ト)は､アクリルアミドをはじめとする反応性化学物質の曝露を評価する指標として活

用されております｡平成21年 11月30日付けで提出したグリシドールの毒性に関する文

献の中にも､ヒト赤血球中のヘモグロビンタンパク質とダリシドールの反応生成物が存

在することと生体内の､ダリシドールの起源が加熱食品の摂取や喫煙などである可能性を

指摘する報告がなされております｡今臥 関連する文献を追加調査いたしましたので､

その概要 (別斌2)と文献を提出いたします｡

2-2.ダリシドールのヘモグロビンアダクトとエコナクッキングオイル摂取との関係に

関する検討

上記情報は.エコナクッキングオイルの摂取によるグリシドールのヒト曝露の可能性

を探る上で有用と考え､グリシドールのヘモグロビン付加体量の検討を行いました.そ

の結果.本検討ではエコナクッキングオイル摂取者と非摂取者の間にグリシドールのヘ

モグロビンアダクト量に差が無いことを示す結果が得られました｡第三者試験機関から

分析報告書を入手し､自主研究としてまとめましたので､提出いたします (別粧3)8
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3,食用油府中のグリシドール脂肪酸エステルの分析方法に関する情報

日米欧で開発が進められています食用油胸中のダリシド-ル脂肪酸エステルの

分析法につきまして､これまでに日本油化学会発行の専門誌 (I.OleoScience,
59:8ト88,2010)､アメ リカ油化学会の専門誌 (∫.An. OilCheBl. Soc.,
DOI:10.1007/sl1746-0101645-3,PubHshedonline:26September2010)に投稿､

受理されましたことを､平成22年 5月3i日および8月23日に報告させて頂きま

した｡さらに本方絵は､日本油化学会で評価していただき､わずかな改変を加えた

方法を最終分析法とし､アメリカ油化学会の第4回専門家会議においても議論され､

アメリカ油化学会が推薦する方法としても登録されました｡現在,欧州の油科学専

門誌に投稿中です｡今後は､日米の油化学会が共同し､グリシドール脂肪酸エステ

ルの分析標準化に向けたコラボラティプ試験が始まる予定です｡
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別紙1

サルとラットにおけるグリシドール脂肪酸エステルの血中移行性の比較

2010年11月1日

花王株式会社
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花王(秩)による自主研究として､カニクイザルにグリシドールリノール酸エステル(GEL)あるいはダリ

シドール(G)を経口投与し､血中-の移行性を検討したoまた､同用量のGELあるいはGを投与した

ラットの血中移行性と比較することにより種間差に関する知見を得たO以下にそれぞれを報告する0

1.カニクイザルを用いた血中移行性の検討(試験番号BIOO780)

カニクイザル(雄3-5歳､各用量3個体)を用いて､GEI.あるいはGを経口投与により投与した｡

GELの投与用量はエコナクッキングオイルを摂取したヒトの一日推定曝露量 *1のそれぞれ 30､100､

300､4600倍に相当する2.24､7.46､22.4､341mg倣g体重としたOまた､Gの投与用量はGELと等

モルにあたるOA92､1.64､4,92､75mかkg体重とした075mg倣g体重はm によるラット発がん性

試験の最高用量に相当する｡いずれの群においても投与前および投与後 5､15､30分､1､2､4､8､

24､48､72､96時間の血液を採取し､血祭中G濃度を測定した｡なお､最高用量であるGELを341

mg倣g体重で投与した群及びGを75mg収g体重で投与した群については､血簾中GEL濃度も測定
したoGとGEL濃度の測定には､それぞれGC血圧S法とLC瓜在S法を用いたOこれらの測定は､信頼

性確認チームによりバリデーションを受けたラットの血祭中濃度測定方法に準じて行ったD

表1に血祭中のG濃度分析の結果を示したo

GELを2.24あるいは7.46mg晦 体重で投与した群､及びGを0.492あるいは1.64mg仮g体重

で授与した群の血祭中 G濃度は､いずれの測定時点においても定量下限(0.2FLg/mL)未満であっ

た｡

GELを22.4mEnig体重で投与した群の血祭中G濃度は､いずれの測定時点においても定量下限

(0.2jlg/mL)未満であった｡一方､Gを4.92mが曙体重で投与した群では血祭中にGが検出され､

投与後約 30分後で最高値(Cmax)0.438〟g/mLに達した後に漸減した｡

GELを3411ng倣g体重で投与した群､及びGを75mg倣g体重で投与した両群の血柴中におい

てGが検出されたoGEL投与群では､投与後約2時間でCmaR1.46jJg/mLに達した後に漸減したO

一方､G投与群では､投与後約 1時間でcm肌8.60LJg/mLに達した後に漸減した GEL投与群の

CmaxはG 投与群の約0.17倍であった｡

なお､表 1の血祭中G濃度は､各時点の3個体の平均値を示した｡一方､Cmaxは各個体ごとに算出

した後に平均化した値を示したつ

血衆中のGELは､最高用量であるGELを341mかkg体重で授与した群､及びGを75mg/kg体

重で授与した群のいずれにおいても定量下限(0.005LJg/mL)未満であった0本用量未満の用量で

授与した群については､血祭中GEL濃度の測定は実施しなかったO

以上の結果から､本試験条件下において､雄性カニクイザルに推定ヒト曝露養女】の300倍のGELを

授与した場合でも､血奨中のGは定量下限(0.2jlg/mL)未満となることと､4600倍のGELを経口投

与した際の血衆中G濃度は､等モルのGを授与した場合に比較して低くなることが明らかになった｡
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表 1カニクイザルを用いた単回経口投与による血祭中のG濃度分析結果

被験物質 GEL G

p投与用量(mg瓜g) 2.24 7.46 22A 341 0.492 1.64 4.92 75

七ト曝露童 女1比較(倍率) ×30 ×100 x300 ×4600 (×30) (×100) (×300) (×4600)

投与徳 5分 1.15

15分 0.750 0.319 4.21

30分 1.06 0.301☆2 6.79-

1時間 1.32 0.232 7.26

2時間 0_992 B.L.Q. ､3.22

4時間 0.940 0.694

8時間 0.360 0.313

24時間 B.L.Q. B.LQ.

48時間

72時間

96時間

B.LQ,定量下限(0.2tLg/mL)未満

'1ダリシドール脂肪酸エステルが373jjg/g濃度で混入している食用油(エコナクッキングオイル)を体重50kgのヒトが1日

10g摂取した場合の曝露量(373〟g/gxlOg-50kg-74.6Jlgnig)をもとに算比
'230分時点の採血において3頭に11分の遅れが生じたが､表1では30分として記載したO
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2.ラットを用いた血中移行性の検討(試験番号BIOIOO4)

ラットを用いた血中移行性については､既にNTPラット発がん性試験の最高用量での検討結果を報

告した｡今回は､カニクイザルの試験と同用量のGELあるいはGをラット(Crl:CD(SD)系､雄7適齢､

各時点 3個体)に経口投与し､血奨中G濃度を測定したOすなわち､GELの投与用量は､エコナクッ

キングオイルを摂取したヒトの-日推定曝露童 女1のそれぞれ 30､100､300倍に相当する2.24､7.46､

22.4mg収g体重としたoGの投与用量はGELと等モルの0･492､1.64､4.92m至掩g体重とした｡いず
れの群においても投与後5､15､30分､1､2､4､8､24時間の血液を採取し､血祭中G濃度を測定し

た｡G濃度の測定は､ラットの血祭中濃度測定方法として信頼性確認チームによりバリデーションを受け

たGCrMS法を用いて行ったOなお､血祭中GELはNTPによるラット発がん性試験の最高用量であ

るGの75mg倣g体重での投与群､及び等モルのGELの341mg晦 体重での投与群の結果から､

定量下限(0.005FLg/mL)未満であると予想されたことから､今軌まGE L濃度の測定は実施しなかっ

たQ

表2に血祭中のG濃度分析の結果を示したo

GELを2.24mgnig体重で授与した群､及びGをOA92mgnig体重で投与した群の血祭中のGは､

いずれの測定時点においても定量下限(0.2LLg/nil)未満であったD

GEI.を7A6mg倣g体重で投与した群､及びGを1_64mgnig体重で授与した両群の血衆中にお

いてGは検出され､GEL投与群では､投与後30分でcm弧0.374Jjg/mLに達した後に漸減したO

-方､G投与群では､投与後 15分で Cmax0.516〟g/rnLに達した後に漸減したoGET.投与群の
CmaxはG投与群の約0.72倍であった｡

GELを22.4mg倣g体重で投与した群､及びGを4.92mgnig体重で授与した両群の血奨中にお

いてGは検出され､GEL投与群では､投与後 15分でCmax1.21LLg/mu こ達した後に漸減したO

-方､G投与群では､投与後15分でC max2.05jlg/mLに達した後に漸減し7㌔GEL投与群のCmax

はG投与群の約0,59倍であった｡

以上のことから､本試験条件下において､雄性ラットに推定ヒト曝露量 火1の30倍のGELあるいはG
を投与した場合でも､血祭中のGは定量下限(0.2LLg/mL)未満となることと､推定ヒト曝露童 女1の100
倍以上の用量では血奨中にGが検出されることが明らかになったO
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表2 ラットを用いた単回経口投与による血祭中のG濃度分析結果

被験物質 GEL G

-投与用量(mgnig) 2.24 7.46 22.4 0.492 1.64 4.92

ヒト曝露童 女1比較(倍率) ×30 ×100 ×300 (×30) (×100) (×300)

血栄中の辛均G演皮TqCL冒｢ 投与後 5分 BユJ.Q. B.i.Q, 0.536 B-.L.Q. 0.295 1.31

15分 0ー304 1.21 0ー516 2.05

30分 0.374 1.21 OA57 1.52

1時間 ち.L.Q. 0.662 ち.L.Q. 0.627-
2時間 0.447 B.i.Q,
4時間 B_L.Q.8時間

24時間

B.iQ.定量下限(0.21ldmL)未満

★lグリシドール脂肪酸エステルが373LLg/g濃度で混入している食卿由(ェコナクッキングオイル)を体重50kgのヒトが1日

10g摂取した場合の曝露量(373〟g/gxlOg÷50kg-74.6〟g収g)をもとに算乱
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3.ラットとカニクイザルの種間差の考察

上記の2つの試験の結果と既に提出済みのNTPによるラット発がん性試験の最高用量であるGの

75mgnig体重での投与群､及び等モルのGELの341mかkg体重での投与群の結果(2010年8月
26日付け､食品安全委員会提出資料)を表3と図1-3にまとめた｡

100倍量のGELあるいはGを投与した場合､ラットでは血祭中にGが検出されたが､カニクイザル

では定量下限(0.2FLg/mL)未満であった｡
300倍量のGELあるいはGを投与した場合にも､ラットでは血祭中にGが検出されたO-方､カニ

クイザルにおいては､G投与では血祭中に G が検出されたが､GEL投与では定量下限(0.2p

g/mL)未満であった0

4600倍量のGEIJあるいはGを投与すると､ラットとカニクイザルのどちらでも血簾中にGが検出さ

れ7㌔ しかし､GELを授与した場合の血柴中GのGnaxは､カニクイザルではラットの約0.056倍であり､

Gを投与した場合の血簾中GのCl,,aXは､カニクイザルではラットの約0.26倍であったo

今回の検討結果は､以前に提出した自主検討結果と同様に､ラットとカニクイザルの間に GEI.及び

G投与後のGの血中移行性に種間差が認められることを示しているものと考える｡

表3GELまたはG投与後のラットとカニクイザルの血柴中G濃度(Cmax)の比較

j投与用量 (hg倣由 2.24 7.46 22,4 341 .0.492 1.64 4.92 75

≡ヒト曝露ぎ 1比較(倍率) ×30 ×100 ×300 ×4600 (×30) (×100) (×300) (×4600)

ち_L,Q∴定量下限(0.2〟dmL)未満

'1グリシド-JL/脂肪酸エステ′レが373llg/g濃度で混入している食用油(ェコナクッキングオイル)を体重50kgのヒトが18
10g摂取した場合の曝露塵(373〟ggxlOg-50kg-746Jjg触 )をもとに弊紙
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別紙2

グリシドールの曝露指標としての-モグロビンアダクトと

日常生活におけるグリシドールの曝露に関する知見

-モグロビンアダクトとは､体内に取り込まれた様々な化学物質が赤血球の-モグロビンと結

合したものである｡ヒトの場合､-モグロビンの寿命はおよそ 120 日であることから､ヒトにおける

長期間の化学物質曝露評価指標として様々な評価に利用されているoIARC､EPA､JECFA
等の機関によるアクリルアミド等の発がん性ハザード評価やリスク評価においても､ヒトの曝露指

標として-モグロビンアダクトが活用されている1～3)Oまた､糖尿病患者あるいは高血糖者の長期

間の血糖コントロール指標の-つである-モグロビンAIcもその-つであるO

ヒトの血中-モグロビンの N 末端のバリンには､グリシドールが付加したと思われる

N-(2,3-dihydroxypTOPyl)valine(diHOPrVal)が見出されているOこの diHOPrValは､特別
な化学物質曝露の履歴がないヒトにおいても認められることから､日常生活におけるダリシドール

などのジヒドロキプロピル化を引き起こす化学物質の曝露が示唆されている｡

Landinらは､以下のことから食品の加工や生体内の代謝過程で生じるグリシドールあるいは

食品以外の日常環境要因に由来するダリシドールの曝露があると推定している4,5)o

･ラットに高温処理を施した食餌を摂取させると-モグロビンのdiHOPrValが増加 5)

･食品中のグリセロールが加熱されるとグリシドールが速やかに生成 6)

･グルコースが加熱されるとェチレンオキサイドに似た反応性を示す 7)

･食品中に生成したグリセロールハロヒドリン8,9)が､化学的にまたは生体中の代謝によって

グリシドールを生成 10)

･アリルアルコールの生体内での代謝により､グリシドールが生成される可能性 11)

･煙草の煙にグリシドールが含有 12)
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図 グリシドールの-モグロビンアダクトの推定狛 必過程

(Landlnetal.,2000の Figtlrelを抜粋)
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グリシドールのヒト曝露指標としてのヘモグロビンアダクトと

エコナクッキングオイル摂取の関係に関する検討

2010年 11月 1日

花1三株式会社
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1.はじめに

ダリシドール (以後 Gと表記)はエポキシ環の開裂を初期反応としてタンパク質と反

応し､付加体を形成することが知られている (LandinetaI1996)Oヒトの赤血球は約

120日という長い寿命を持つことから､赤血球中のヘモグロビンタンパク質と化学物質

との付加体 (Hbアダクト)は､アクリルアミドをはじめとする多くの反応性化学物質の

曝露を評価する指標として用いられている (T6rnqvistandLandin.1995,Boogaard.

2002,Ogawaeta1.2006,USEPA.2010 )oGについても､exvjvo試験においてHbア

ダクト (diHOPrVal:N-(2,3･dihydroxypropyl)･DL-valine､以後 Gアダクトと表記)を

形成することと､改変エドマン分解法を用いたGC-MS/MSによる超微量分析技術が報告

されている (Landin etal.1996)｡加えて､化学物質による特定の曝露履歴のないヒト

およびラットの赤血球においても､G アダクトが検出されることが報告されており

(Landinetal.1996,1997,2000)､その原因として食品成分に由来するG曝霧の可能性

が指摘されている (Landineta1.2000)｡

-方､エコナクッキングオイル (以後エコナ池と表記)に微量含まれるグリシドール

脂肪酸エステル (GE)は､エコナ油の摂取によりヒトの体内でGに変換する可能性が指

摘されている｡

本検討では､Gの曝蕗指標となると考え｣られるGアダクトの定量を行い､エコナ油の

摂取とGアダクトの関係を検証した｡

2.方法

採血およびヒトグロビンの精製は､花王株式会社安全性評価研究所にて実施した｡

GC-MS/MSによるGアダクト定量は,株式会社住化分析センターにおいて実施した0

2-1.被験者

花王株式会社の社員の中からエコナ油を日常的に摂取している7名と､摂取していな

い6名を被験者とした｡エコナ油摂取者は､｢採血日の直前まで月に約 20日以上､エコ

ナ油を調理油に使用した食事をしている者｣と定義した｡なお､G アダクトは喫煙によ

り増加する可能性が示唆されているため (Landineta1.1996,Landinetal,1997)､エ

コナ池を用いた食事の頻度に加えて､喫煙本数についても調査を行ったOエコナ油非摂

取の非喫煙者を ｢対照群｣､エコナ池摂取の非喫煙者を ｢エコナ群｣､エコナ油非摂取の

喫煙者を ｢喫煙群｣､エコナ油摂取の喫煙者を ｢エコナ喫煙群｣としたO対照群は 5名､

エコナ群は6名､喫煙群およびエコナ喫煙群は各1名であった｡採血は2009年11月あ

るいは2010年4月に実施した｡被験者が摂取したと考えられる2008年9月～2009年9

月 (最終,LIJj荷月)の間に製造されたエコナ油中に微量含有するグリシドール脂肪酸エス

テル濃度は､ドイツの公定法で分析されたMCPD-FS濃度として平均65.7(49.6-93A)

〃g/gであったo
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2-2.調理油 1日摂取量の推定

BDHQ*は食事習慣アンケー トとして､類似の質問票や食事アセスメント法に比べて優

れたものであることが報告されている (佐々木.2004)Bこの BDHQ を用いて､被験者

の調理油摂取量を計算 した｡

*BDHQ (簡易型自記式食事暦法質問票 :brief-typeself-administereddiethistoryquestionnaire)

は大規模な栄養疫学研究に用いることを目的として､東京大学大学院医学系研究科教授佐 木々敏博士

により開発された食事習慣調査用アンケートである｡BDHQの妥当性に関しては､研究報告書 (佐々

木.2004)に妥当性の検討結果が報告されており､他の類似の質問票や食事アセスメント法に比べる

と優れたものであることが示されているoBDHQは専用の栄養価計算プログラムによっておよそ30

種類の栄養素とおよそ50種類の食品の摂取量を算出できるD

2-3.採血方法

へバ リン処理 した注射筒を用いて 20mL採血したD採血した血液から遠心分離機を用

いて血球を分離 し､1-2倍容の生理食塩水で2回洗浄した後､-80℃で使用まで保存し

た｡

2-4.ヒトグロビンの精製

Mowrerらの方法に基づき､凍結保存 した血球サンプルに 1.5倍量のMilliQ水を加え

て溶血させた後､5倍容の氷冷した塩酸イソプロパノ-ル溶液を緩やかに加えて混和したO

その後､細胞膜などの残骸を遠心分離により除去し､上清に塩酸イソプロパノール溶液

と等量の酢酸エチルを緩やかに注 ぐことで､タンパク質を析出させたO最後に酢酸エチ

ルで 2回､ペンタンで 2回洗浄したのちに乾燥させ､ヒトグロビンを精製 した (Mowrer

etal.1986,T6rnqvisteta1.1994)o精製 したサンプルは､名称をコー ド化し､株式会社

住化分析センターに送付した0

2-5.Gアダク ト定量

Gアダクトは､改変エドマン分解法 (Landinetal.1996)に準じて､株式会社住化分

析センターで定量した (報告書番号 :8181739-00-2)｡
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3.結果

ヒト血液試料中の Gアダク ト､および BDHQを用いて推定した調理油の一日摂取量

を表 1に示 した｡株式会社住化分析センターの報告書中のサンプル名との対応は､別表 1

に示した｡全てのヒト血液試料中に定量下限 (0.6pmol/gglobin)以上のGアダクトが

存在したo対照群の平均 Gアダク トは 7.3±3.5pmol/gglobin､エコナ群の平均Gアダ

クトは 3.3±1.5pmol/gglobinであった｡

表 1 被験者の属性およびヒトグロビン中のGアダク ト測定結果

年齢(読) 性別 エコナ油摂取の有無 喫煙(本ノ日) Gアダクト(pmo1/冒) 調理油の一日推定摂取量.(g/day)社員食堂 自_宅

対照 1 51 M △. × 0 13 7.98

対照 2 43 M × × 0 5.6 9.19

対照 4 45 M × × 0 _ 6.0 4.99

対照 5 27 M × × _0 3,7 8.57

エコナ 1 42 F ○ ○ 0 1.2 5.53

エコナ 2 46 M ○ ○ 0 5.1 5.92

エコナ 3 34 M ○ ○ 0 2ー5 10.09

エコナ 4 ･28 M ○ ○ 0 2.3 15.27

エコナ 5 53~ M ○ × 0 4.2 0.80

エフナ 6 43 M ○ △ .0 4:3 18.32

咲煙 l 48 M × ` × 15 4.4 6.01

M:男性､F:女性､○エコナ油の摂取は月平均20日以上,△:月5日以下.×:非摂取
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4.考察

図1に各被験者のGアダクトの結果を示した｡今回の検討においては､エコナ群の平

均 Gアダクトは対照群と比較して高値ではなかった｡なお､Landinらが 1997年に報告

している調査結果に基づいて､特定の化学物質に暴露されていないドイツ人とスウェー

デン人のグロビン中平均Gアダクトは,対照群 (非喫煙群)で 3.6±3.0pmolノgglobin､
喫煙群で 11.9±10,1pmoi/gglobinと算出されたo

以上のことから､エコナ摂取による G曝露の増加はない､もしくは､あったとしても

非常に低いものであることが示唆された｡
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対照群 エコナ群 喫煙群 エコナ喫煙群
n=5 n=6 11=1 ∩=1

図1 各被験者のGアダクト

Gアダクトの個体値を黒い点で､平均値を白い点で示した｡

検体数が 1つのものは個体値を白い点で示した｡
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別表 1 株式会社住化分析センターの報告書中のサンプル名との対応

株式会社住化分析センター

本資料中のサンプル名 分析報告書中のサンプル名

(報告書番号 :81811739-00-2)

対照 1 NENTl

対照 2 NENT2

対照 3 NENT3

対照 4 NENT4

対照 5 NENT5

エコナ 1 ENTl

エコナ 2 ENT2

エコナ 3 ENT3

エコナ 4 ENT4

エコナ 5 ENT~11

エコナ 6 ENT12

咲煙 l NETl

エコナ喫煙 1 ET1
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